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縮集
発行国見町公民館

人 口 と 世 帯 数

男　　　5 . 809人

女　　　6.?口人

計　　1  2 . 026人

世帯数　2  . 635世帯

46．4．1 現 在

丘

っ

の

提

唱

わ
た
く
Ｌ
た
ち
は
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
実
現
し
て
住

み
よ
い
郷
土
を
き
ず
く
だ
た
め
次
の
丘
つ
を
守
る
こ
と

を
提
唱
い
た
し
ま
す

一
、
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
投
嵒
マ
し
ま
し

一
、
選
挙
法
を
守
ら
な
い
候
補
者

は
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
ま
．

一
、
私
た
ち
の
代
表

の
活
動
を
常
に
見
守
り
ま
し
よ
う

一
、
選
挙

に
か
ら
む
祝
儀
、
花
輪
な
ど
は
辞
退
し
ま
し

一
、
議
員
等

に
祭
り

や
団
体
旅
行
な
ど
の
寄
付
を
ね
だ

｀
ら
な
い
よ
つヽ
に
し
ま
し
よ
つゝ

主

唱

国

見

町

選

挙

管

理

委

員

会

国
見
町
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会

国

見

町

婦

人

団

体

連

絡

協

議

会

国
　
　
見
　
　
町
　
　
公
　
　
民
　
　
館

明

白
正
し
い
選
挙

運

動
に
っ
と

．：
…
棄

権
は
自
由

か
…

…

公

民

館

長

推
進
委
員
長

佐

藤

善
次
郎

明

る

く
正
し

い

選

挙

に
関

す

る
会

議

に

、
選

挙

違

反

事
件

が

話

題

に
な

る

の
は
当

然
で

あ
る

が
、

そ
の

例

に
は

必

ず

と
言

っ

て

よ

い
ほ

ど
国

見

町

の
名

が
出

て

く

る
の

に

は
、

全

く
閉

口
し

て
し

ま
う
。

そ

れ

で

も
昨

今

は

霊

山
町

が

ク
ロ

ー

ズ
ア
ッ

プ
さ

れ

た
関

係

か
ら

か

幾

分

わ

が
町

の
影

が
う

す

れ
た

感

は

あ

る
。

違
反

事

件

に

つ
い

て

は
、

誰

で

も

や

っ
て

い

る
こ

と

と
か

、
運

が
悪

か

っ

た

と
か

の

弁
解

は

、

選
挙

そ

の

も

の
を

冒

と
く

す

る

こ

と
、

こ

れ
よ

り

は

な

ぱ
だ
し

にい
も
の

は

な
にい
、
中

に
は

知
ら

ず
し

て
犯

寸

人

も

な
い

わ

け
で

は
な

い

が
、

最

も
悪

質

な
買

収

供
応

に
至

っ
て

は
、

い

さ

さ

か

の
弁

解
も

許

せ

な
い

と

い
う

し

ゆ

ん
厳

か

態

度
を

、

一

般
有

権

者

は
是

非

と

も
も

た

ね
ば

な

ら

な

い

と
思

う
。

今

年

は

選

挙
の

年
で

あ

る

と

言

わ
れ

て

い
る

。
県

議

選

は
済

ん

だ

が
町

議
選

の

告
示

は
間

近

に
迫

っ

て
い

る

、

六
月

に

は
参

議
院

議
員

の
選

挙

が
あ

る

。
にわ

れ

わ
れ

は
今

度
こ

そ

、
選

挙

違

反

の
絶

無

を
期

し

て

、
自

粛

自

戒

す

べ
き

で

あ
ろ

う
。

そ

し

て

町

の
選

挙
管

理

委
員

会

、

明
正

選

挙
推

進
協

議

会
、

婦

人
団

体

連
絡
協
議
会
、
公
民
館
等
の
主

唱
す
る
五
つ
の
提
唱
を
勇
気
を

も
っ
て
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
投
票
率
の
問
題
で

あ
る
。
投
票
率
は
国
民
の
政
治

へ
の
関
心
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
関

係
も
あ
っ
て
、
選
挙
の
あ
る
た

び
毎
に
棄
権
防
止
に
ひ
と
苦
労

す
る
。
棄
権
と
い
っ
て
も
、
病

臥
中
と
か
、
や
む
を
得
な
い
緊

急
の
用
事
な
ら
と
も
か
く
、
「

私
一
人
ぐ
ら
い
投
票
し
な
く
と

も
」
と
い
う
、
あ
な
た
ま
か
せ

型
、
「
信
頼
で
き
る
侯
補
者
が

にい
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
想
型

「
誰
に
投
票
し
た
っ
て
同
じ
こ

と
さ
」
と
そ
っ
ぽ
を
向
く
あ
き

ら
め
型
、
更
に
極
端
な
言
い
方

を
す
る
人
は
「
政
治
に
関
心
の

な
い
有
権
者
が
、
無
責
任
な
投

票
を
す
る
よ
り
、
政
治
を
真
剣

に
考
え
る
人
だ
け
が
投
票
す
れ

ば
、
政
治
の
質
が
よ
く
な
る
だ

ろ
う
と
い
う
声
も
き
く
。
で
は

本
当
に
棄
権
の
自
由
は
あ
る
も

の
だ
ろ
う
か
、
投
票
の
義
務
は

法
的
に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
ぱ

な
い
。
理
由
な
く
し
て
棄
権
し

た
者
を
罰
す
る
国
も
あ
る
そ
う

だ
が
、
日
本
は
そ
う
で
は
な
い

の
だ
か
ら
理
論
と
し
て
は
棄
権

の
自
由
は
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
有
権
者
の
す
べ
て

が
棄
権
し
な
い
限
り
、
誰
か
が

当
選
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
棄
権
す
る
こ
と
は
、
ど

ん
な
人
が
当
選
し
て
も
泓
ま
わ

な
い
と
い
う
こ
と
と
結
果
的
に

全
く
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
棄
権

す
る
人
は
、
ど
ん
な
人
物
が
ど

ん
な
政
治
を
し
て
も
一
切
文
句

を
言
わ
な
い
だ
げ
の
覚
悟
が
い

る
だ
ろ
う
。
い
ｋ
小
え
れ
ば
、

棄
権
の
自
由
を
主
張
す
る
こ
と

は
、
議
会
政
治
を
否
定
す
る
も

の
で
ま
こ
と
に
危
険
な
結
果
に

な
る
お
そ
れ
が
十
分
に
あ
る
。

更
に
「
棄
権
自
由
論
」
は
、
投

票
と
にい
う
行
為
を
通
じ
て
、
政

治
に
対
す
る
関
心
を
深
め
意
識

を
高
め
て
ゆ
く
、
つ
ま
り
選
挙

は
重
要
な
る
政
治
教
育
の
機
会

で
あ
る
点
を
見
落
し
て
い
る
と

思
う
。
要
す
る
に
棄
権
は
、
主

権
者
と
し
て
の
地
位
を
自
か
ら

放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
し

埋
想
的
な
候
補
者
が
い
な
け
れ

ば
、
次
善
の
人
物
で
が
ま
ん
し

て
気
長
に
よ
り
よ
い
政
治
の
楔

現
に
つ
と
め
る
べ
き
だ
と
思
う

そ
う
は
い
っ
て
も
候
補
者
を
よ

く
知
る
た
め
の
努
力
を
お
し
ん

で
は
な
ら
な
い
。
他
人
に
留
守

番
を
頼
む
に
し
て
も
、
信
頼
で

き
る
人
か
ど
う
か
を
確
か
め
る

の
だ
か
ら
、
ま
し
て
一
国
、
一

県
、
一
町
の
政
治
を
委
任
す
る

人
を
選
ぶ
の
に
は
、
特
に
審
董

に
こ
と
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
にい
。
そ
し
て
明
る
く
、
正
し

く
、
み
の
り
の
あ
る
選
挙
の
実

現
を
切
に
希
う
も
の
で
あ
る
。

くにみ



今
度
度
は

藤
田
保
育
所
の
改
築
な
ど

３９３ ．６７３ ．０００円
(昭和46年度予算)

三
月
の
定
例
議
会

は
十
六
日
に
開
会
さ

れ
、
会
期
を
三
日
閧

と
決
定
し
、
重
点
事

業
九
件
を
含
む
次
の

議
案
を
可
決
確
定
し

閉
会
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
度

重
点
事
業

一
、
団
体
営
、
県
単

高
速
道
関
連
事
業

八
ヶ
所

三
六
、
二
七
三
千

円
一
、
林
道
整
備

七
ヶ
所

三
五
、
三
八
五
千

円
一
、
藤
田
保
育
所
改

築一
九
、
一
七
〇
千

円
一

、
町

道
舗

装
改

良

二

二
、

二
〇

〇

千
円

一
、

県

北

中

学
校

プ

ー

ル
建
設

一
一

、
〇

〇
〇

千
円

一
、

公

営

住

宅
建

設
一
〇

戸

一
四

、

四

八
〇

千

円

一
、

町

史

編

さ
ん
　
　
　
　
　

・

二
、

二

五
〇

千
円

气

町

民

福

祉

セ
ン

タ

ー
造

園

一

、

五
〇

〇

千
円

一
、

老

人
医

療

十
割

給

付

二
、

五

七
五
千

円

議
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り

倒
国
見
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

町
の
各
種
委
員
、
部
落
長

各
種
推
進
員
、
学
校
医
等
の

報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
る
た

め
の
改
正
。

㈲
国
見
町
消
防
団
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
にい

て
　

消
防
団
員
の
報
酬
額
を
引

き
上
げ
る
た
め
の
改
正
。

㈲
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

牧
場
管
理
作
業
員
と
保
健

婦
の
特
殊
勤
務
手
当
の
額
を

引
き
上
げ
る
た
め
の
改
正
。

罔
国
見
町
敬
老
年
金
給
付
条
例

の
一
部
改
正

現
在
一
、
〇
〇
〇
円
敬
老

年
金
を
二
、
〇
〇
〇
に
引
き

上
げ
る
た
め
の
改
正

出
国
見
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

現
在
の
助
産
費
三
、
〇
〇

〇
円
を

Ｉ
〇
、
〇
〇
〇
円
に

葬
祭
費
三
、
〇
〇
〇
円
を
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円
に
、
育
児

手
当

二

八
〇
〇
円
を
三
、

〇
〇
〇
に
引
上
げ
る
た
め
の

改
正
。

㈲
国
見
町
老
人
医
療
費
支
給
条

例
制
定
に
つ
い
て

社
会
保
険
等
の
被
保
険
者

で
八
十
才
以
上
の
老
令
者
が

療
養
を
受
け
た
場
合
、
そ
の

負
担
額
を
国
保
の
被
保
険
者

と
同
じ
く
十
割
給
付
を
行
な

う
制
度
を
制
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

圉
国
見
町
町
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
れ
は
入
居
者
の
資
格
を

決
定
す
る
収
入
基
準
額
を
引

き
上
げ
る
た
め
の
改
正

働
国
見
町
立
幼
稚
園
の
保
育
料

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て幼

稚
園
の
保
育
料
を

Ｉ
、

〇
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
る
改

正
。

叫
国
見
町
職
員
定
数
条
例
の

Ｉ

部
改
正
に
つ
い
て

水
道
課
職
員
を
二
名
増
員

す
る
た
め
の
改
正
。

ざ
入
山
財
産
区
管
理
会
委
員
選

任
に
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

ご
れ
脯
五
月
六
日
に
任
期

満
了
す
る
も
の
で
次
の
も
の

を
選
任
す
る
た
め
の
同
意
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。

須
田
兼
造
　
　

斎
藤
長
一

佐
久
間
隆
雄
　
松
浦
長
明

八
島
　
進
　
　

佐
野
市
郎

大
浪
政
吉

叫
伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会
窗

員
選
挙
に
つ
にい
て

四
月
一
日
よ
り
発
足
す
る

伊
達
地
方
消
防
組
合
の
議
員

を
次
の
と
お
り
選
挙
し
た
氣

の
で
あ
る
。

東
海
林
一
郎
　

菊
地
政
治

㈲
選
挙
管
理
委
員
補
充
選
挙
に

つ
い
て四

月
三
日
に
任
期
満

了
す
る
委
員
を
次
の
と

お
り
選
挙
し
た
も
の
で

あ
る
。

委
員
　
早
田
盛
　

佐
藤
政

三
　
引
地
芳
男

安
藤
正
重

補
充
員
　

熊
田
一
恰
　
穗

苅
計
三
　
岩
城
健

治
　
佐
藤
儀
助

川
昭
和
四
十
五
年
度
国
見

町
育
英
特
別
会
計
補
正
予

算

こ
れ
は
奨
学
資
金
と

入
学
資
金
の
貸
付
額
が

当
初
よ
り
減
少
し
だ
の

で
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈹
昭
和
四
十
五
年
度
国
見
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

決
算
見
込
み
に
よ
る
不
用

額
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る

㈱
昭
和
四
十
五
年
度
国
見
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算

医
療
給
付
費
の
減
少
に
伴

い
、
歳
入
歳
出
三
、
九
〇
九

千
円
を
減
額
補
正
し
か
も
の

㈲
昭
和
四
十
五
年
度
国
見
町
一

般
会
計
補
正
予
算

今
回
の
追
加
額
五
、
六
二

八
千
円
で
総
予
算
額
は
三
三

〇
、
六
〇
二
千
円
と
な
っ
た

歳
出
の
主
な
も
の
は

①
保
育
所
改
築
の
た
め
の
基

金
積
立
金
一
〇
、
〇
〇
〇

千
円

②
農
道
等
工
事
費
一
、
三
四

四
千
円

③
町
道
敷
購
入
費
一
、
一
〇

七
千
円

④
県
営
事
業
負
担
金
一
、
三

四
四
千
円

㈲
昭
和
四
十
六
年
度
大
木
戸
財

産
区
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
二
一
四
千
円

㈲
昭
和
四
十
六
年
度
国
見
町
入

山
財
産
区
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は

Ｉ
、
〇
三
五

千
円
で
公
団
造
林
事
業
委
託

料
七
〇
八
千
円
か
主
な
も
９

㈹
昭
和
四
十
六
年
度
国
見
町
藤

田
財
産
区
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
一

二
一
千
円

㈲
昭
和
四
十
六
年
国
見
町
育
英

特
別
会
計
予
算

予

算
総

額

一
、

六

二

五
千

円

修

学

資
金

貸

付
金

大
学

五
名
　

三
〇
〇

円

高
校

三
名
　

二
三
西

千

円

入

学

資
金

貸
付

金

大

学

六
名
　

六
〇

〇

千
円

高

校
・一

四
名

四

二
〇

千
円

が
主

な
も

の
で

あ

る
。

㈹

昭
和

四

十
六
年

度

国
見

町

水

道

事
業

会

計
予

算

予

算

内
容

の

主
な

も
の

は

次

の

と
お
り

。

業

務
の

予
定

量

の

給

水
戸

数
　

一
七

五
〇

戸

③

年
間

総
配

水

量

五
一

五
千

立
方

米

③

一

日
平

均
給

水
量

一
、

四
四

立
方

米

収
入

の
部

水

道
使

用
料
　

受
託

工

事
等

収
入

二
『

四

九

五
千
円
　

支
出

の
部

人
件

費
、
電

力

料
工

事

資

材

代

等

二
〇

、
九

四

六
千
円
　

メ

ー

タ
ー
費
　

一

六
〇

千
円

車

輛

費
　

六

五
〇

千
円

漏

水

探

知
機

一

九
八
千

円
　

企
業

債
償

還

金

一

、

七

九
八

千
円

働

昭
和

四

十
六
年

度

国

見
町

国

民

健

康
保

険
特
別

会

計
予

算
　

予

算

総
額

一
四

二
、

七

九
六
千

円

歳

人
歳

出
の

主

な

も
の

は
次

の

と

お
り

、

歳

入

国

保

税
五

六
、

二
六

四
千
円

国

庫

支
出

金

七
八

、

八
〇

七
千
円

≪改築される藤田保育所≫



歳
出

保
険
給
付
金

コ

｝九
、
九
八
七
卜
円

そ
の
他
は
経
常
費

㈲
昭
和
四
十
六
年
度
国
見
町
一

般
会
計
予
算

予
算
総
額

三
九
一
言

六
七
三
千
円

前
年
度
よ
り
七
二
、
二
ご二

千
円
増
で
仲
び
率
二
二
、
五

％
と
な
っ
て
い
る
。

上

く

え

∩つ
べ

㈲
い
い
の
郷
土
を
瑁

る
人

鰯
万

子
十
五
目

町
議
会
議
員
選
挙

仟
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
議

会
議
員
の

」
殷
選
挙
は
、
統
一

地
方
選
挙
に
よ
り
町に
月
二
十
五

日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選

挙
は
私
た
ち
の
最
も
身
近
な
町

政
に
直
接
参
与
す
る
町
議
会
議

員
を
選
心
重
甃
な
選
挙
で
す
。

町
の
発
展
と
、
私
た
ち
町
民

の
福
祉
の
向
上
を
真
剣
に
考
え

る
候
補
者
を
よ
く
え
ら
び
ま
し

町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
次
の
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
立
候
補
の
届
出

立
候
補
の
届
出
は
、
告
示

日
の
四
月
十
八
日
か
ら
十
九

口
ま
で

二
一
日
間
）
町
選
管

に
対
し
て
受
付
げ
ま
す
。

⑤
選
拳
権
（
選
挙
人
名
簿
）

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
人
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

今
度
の
町
議
選
の
有
権
者
は

①
昭
和
四
十
六
年
四
月
十
三

日
ま
で
三
ヶ
月
以
上
当
町
に

居

住

し

て
い

る

方

（
転

入
者

は
一

月
十

三

囗

ま
で

転

入
届

出

の

あ

っ
た

方

）

㈲

昭

和

二
十

六
年

四

勺
一
一
十

六
日

ま
で

に
生

れ
た

方

で
、

選

挙
人

名

簿
に

登

録

さ

れ

て

し

る

方

が
有
権

者

と

な
り

ま

す

。

た

だ
し
選

挙

人

名

簿

に

登

録

さ
れ

て
あ

っ
て

も
婚

姻

、

就
職

、

転
居

等

に

よ
り

、

選

挙
前

日

ま
で

に

町
外

に

転

出

し

た
方

は
選

挙

権

は

あ
り

ま

せ

ん
。

⑤
不
在
者
投
票

選
挙
当
日
に
社
用
、
公
川

な
ど
の
出
張
、
出
か
せ
ぎ
、

そ
の
他
止
打
を
得
な
い
用
事

で
投
票
所
に
行
け
な
し
方
は

、
告
示
日
か
ら
選
挙
の
前
日

ま
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
そ
の
事
由

を
申
し
立
て
宣
誓
言
を
抛
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か

ら
、
該
当
す
る
方
は
早
目
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

特
に
出
か
せ
ぎ
の
よ
う
に
長

昭和屈年度

国見町一般会計歳入歳出予算
(単 位 千 円)

-

｜　　 廱　　 入　　 の　　　 ｊ

区 ｘ　

本 年 度

勿　　
予 算 額

凵 げ　　　　　　　　 税　　ｱ0  ､  488

自 動 車 取 得 税 交 付 金　 ６, 韭0

地 方 交 付 税　168,8 佃

交 通 安 全 対 策 特 別

交 付 金　　　　　　　
’150

分 担 金 及 び 負 担 金　1 匸 引 ２

使 用 料 及 び 手 数 料　　 乙528

====　　====　･===-==　===　　=■======　=a-
国 庫 支 出 金　 黽9 凵

■　　　　　　　　　　　　　　-=　　　　　　=--,W
県　 支　 圉l　 金　 叩 汨ｱ8

財　 産　 収　 入　　b,821

寄　　 付　　 金　　4  ,  855

譟　　 人　　 金　 凵, ５［０

譟　　 越　　 金　　 ４, 叩0

諳　　 収　　 入　 冂､ 訌j

＝　■　＝　　　　　　===¶J=　=　丶=====-　　　=7　==　　r■-■
町　　　　　　 債　 舛 ］00

汀 二 回 ‾

九 才 匸]

59  ,  560 〕8 ‾,3

‾‾‾　5, ‾5皿　　　]  6  ,  4

754  ,  678　　　9,2

口

1ｲ5　　　3 √4

＝　==　　　==　　　　　　　J2  ,  0  1  0  492  ,

.___..__　　　　____　　__

6,8ｱｱ　　　9,5

一一 ‥一一一一6  ,  833　　59 汀

==-=　　　　　　　■〃===　===
萌 囗4Z　　ﾝ3,3

＝　･=　　　　 ㎜㎜　　　㎜
4  ,  226･　　 訌j

¬　＝　　＝　　　　===
3,891　　　2 亀 ８

卜 皿 囗049  ,

－　　　　　　` 　-　゙ 　　ﾐ心斗 旧00

－　　　一一　一一一一
14,579 △8 洽州

1  2  ,  000　　 乃 淵

l 歳 入 合 計3 汢6 32 仁4砿22 万ｰ

１　　　　　　 本 牛 度

Ｉ　

区　　　　　 分　

，
予 算 額

=7=■■〃･　=　====　　　　　　－　　＝　　■--==　=　==¶　=　====
人　　 件　　 費　103 冂59

物　　 袢　　 費　53  ,  9

維

丿

持 補 寤 背　5  ,  7  1  2

扶　　 助　　 回匸　 ２ おyﾋ
）

補　 ⑤　 費　 崕1 50 冂95

普 通 建 設 事 業 冂5 も256

･’ ① 補 助 事 業 ］08 j88

（2 ） 単 独 ヰ 業　45,468

--　　　　　　－　　-1_　　　._..　 、
災 害 復 旧 事 業　　　 １

公　　 債　　 費 ゜ 巧3 乃

積　　 立　　 金　　　200

-　k　･　■･¶畆
投 資 ・ 出 資 金　　 川 ６

口 貸　　 付　　 金　　4  ,  500

， 繰　　 出　　 金 １　 ３ 冂 ぐ ）|　

予　　　　 備　　　　 費　　　 匸300

に 浣　　 ｍ　　 鉗　　 計　 ］9 ふ673

うJ牛度

1二予算額

増 減 率

2 冂

- 一一　 一一
回 囗

=-=　　= ㎜m㎜ふ==
叩 慂

W-==　　 ・
△ 泓8

36  ,

84,595
47  ,  327

一一--　　－
3 ぶ0

2,655

36,ｱ 赳

===-　　 －　　=　=
旧3,383

肌2 茆

25 ,  0

=-rJ=　㎜㎜
糺 ８

5卵 引
△ 1 9 で

= = - 　 = = = 　 = = ■「

１
1  2  ,  2  1  8

200

===　　===　a===
2 剛

4  ､  520

3,820

2 示0

32 卜4 肢

⊃
△18,2

△O ノ

△ ワ ハ

△48 足
一一　　－22 乏

眷 の 全 国 交 通 安 全 運 動
こどもと老人の交通事故防止の徹底

１　安全 施 設の総点 検

0.)通学通園路及び遊び場付近の安全施設を点検し、危険

箇所をなくする。　y2)通学通園路を指定し、安全な通
行方法を指導する。

２ 飛 び出し事 故 の防止

(1)こどもの道路への飛び出し、車の直前直後の横断をしﾝt

にいように指導する。(2) 保護者は交通安全のしつけ
を徹底し、こどもの安全をぱかる。

３ 正し い 自転車 の乗 り方 励行

(1)保護者はこともに自転車の正しい乗り方を指導し、事

故防止をはかる。(2 に どもの体にあった自転車を使
用させ、絶えず点検整備( 反射テープをはりつけるこ
とを含む) をする。

４ 老人 に対 す る指 導 と保 護

(工)各家庭では老人に正しい歩行について十分指導する。(2)
運転者は老人の安全歩行を保護する。

５ 正し い横断 の励 行

歩行者は歩道橋(横断歩道)を利川し、安全な横断を励
行する。

６ 運転 者 の歩 行者 に対す る保護 規定 の確認

運転者は交通ﾙｰ 少を再確認し、横断歩道及び交差点
における歩行者保護の規定を励行する。

行楽期の交通事故防止の徹底

卜 飲酒 運転 の追放

(1)地域、職場ぐるみで飲酒運転追放運動を展開する。
(2)飲食店などでは、運転者に酒を飲ませないようにする(3)

飲酒運転の取締りを強化し、運転者に酒を飲ませた者
の責任も追及する。

２ 無謀 運転 の追及

倒無免許運転、速度違反、無理な迫越し、信号無視、過
積載等の無謀運転をなくする。(2) 無謀運転の取締り
を強化する。

３ 踏 切事政 の防止

安全確認と一時停止を励行する。

４　レ ジャ ー運 転 の事故防 止

(1)あらかじめコース等を調釁 氛、無理な運転をなくする(2)
マイカーの点検整備を徴底する。



期
不
在
者
は
、
告
示
日
（
十

八
白
）
前
に
家
族
の
方
か
ら

連
絡
し
、
貴
重
な
一
票
を
む

だ
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

○
代
理
投
票

身
体
の
故
障
、
そ
の
他
の

理
由
で
自
分
で
字
の
書
け
な

い
人
は
投
票
所
で
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
、
係
員
が

書
い
て
さ
し
あ
げ
ま
す
。

○
そ
の
他
　

町
議
選
に
関
し
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で

電
話
二
一
一
一
番

有
線
四
一
五
四
番

選
挙
管
理
委
員
会

みつけ たり 五
〇
〇
〇
年
前
の
い
ろ
り
跡

先
住
民
族
の
住
居
跡
／

山
田
遣
跡
（
光
明
寺
）
の

発
掘
調
査

わ
が
町
の
歴
史
を
つ

く
る
た
め
古
文
書
の
調

べ
を
し
て
い
る
こ
と
は

か
ね
て
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
ど

も
っ
と
も
っ
と
大
昔
の
、
文
字

の
な
か
っ
た
原
始
時
代
の
郷
土

の
姿
を
知
る
た
め
に
、
遣
跡
の

発
掘
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
手
始
め
に
光
明
寺
の
山
田

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
し
た
。
山

田
遺
跡
と
い
う
の
は
、
光
明
寺

字
山
田
か
ら
西
大
枝
字
根
岸
に

か
け
て
の
縄
文
土
器
の
出
土
地

に
名
づ
け
た
も
の
で
、
こ
ん
ど

発
掘
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

渋
谷
庫
大
さ
ん
（
光
明
寺
字
鹿

野
）
所
有
の
畑
地
と
佐
藤
英
治

さ
ん
（
西
大
枝
字
根
岸
）
の
所

有
畑
で
、
表
面
調
査
の
結
果
縄

文
土
器
（
約
三
千
五
百
年
前
の

も
の
）
の
破
片
や
石
器
類
が
た

く
さ
ん
採
集
さ
れ
た
。

発
掘
調
査
は
あ
く
ま
で
学
術

的
な
も
の
で
、
県
史
編
纂
室
目

黒
吉
明
先
生
が
担
当
者
と
な
り

福
島
大
学
考
古
学
研
究
会
員
二

〇
名
の
手
で
行
わ
れ
た
。

二
月
二
十
八
日
予
備
調
査
を

し
た
の
ち
三
月
十
四
日
か
ら
い

よ
い
よ
本
調
査
に
か
か
っ
た
。

一
同
は
町
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

泊
り
、
朝
晩
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

往
復
す
る
。

ま
ず
地
面
に
ク
テ
ヨ
コ
ニ
メ
ー

ト

少
の
碁
盤
割
に
テ
ー
プ
を
張

り
、
一
つ
置
き
の
元
禄
模
様
に

掘
っ
て
行
く
。
一
人
一
区
画
づ

つ
受
持
っ
て
調
べ
な
が
ら
掘
る

の
だ
。
始
め
表
土
を
ス
コ
ッ
プ

で
（

ネ
上
げ
底
土
（
第
二
層
）

か
ら
は
移
植
べ
ら
を
横
に
使
い

な
が
ら
二
～
三
ミ
リ
づ
つ
削
っ

て
い
く
。
途
中
か
ち
り
と
当
っ

た
土
器
の
破
片
や
石
器
類
、
ど

ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
見
逃
が

さ
ず
拾
い
上
げ
て
ポ
リ
ザ
ル
に

入
れ
る
。
い
や
そ
の
前
に
大
事

な
仕
事
か
お
る
。
遺
物
に
あ
た

っ
た
ら
掘
り
と
る
前
に
記
録
を

と
る
こ
と
だ
。
竹
ヘ
ラ
で
て
い

ね
い
に
土
を
掘
り
わ
け
、
ほ
う

き
や
（

ケ
で
掃
き
き
よ
め
て
写

真
を
と
り
、
測
量
し
て
図
面
に

書
き
入
れ
る
。
ま
こ
と
に
ご
念

入
り
の
こ
と
と
感
心
す
る
。
決

し
て

匸
」
こ
ほ
れ
わ
ん
わ
ん
」

式
や
穴
掘
り
競
争
で
は
な
い
の

だ
。
三
日
、
四
日
と
進
み
深
さ

も
六
〇
～
七
〇

セ
ン
チ
に
達
す

る
あ
た
り
と
も
な
れ
ば
、
あ
ま

り
攪
乱
さ
れ
て
い
な
い
腦
の
た

め
出
土
品
の
形
も
大
き
く
「

五

縄
目
の
も
よ
う
も
は
っ
き
り
し

て
く
る
Ｏ
そ
し
て
、
と
う
と
う

出
て
き
た
。

十
年
前
底
掘
し
た
と
き
、
か
め

や
つ
ぼ
が
た
く
さ
さ
ん
あ
っ
た

」
と
い
う
古
老
の
こ
と
ば
通
り

あ
っ
ち
に
も
、
こ
っ
ち
に
も
そ

の
姿
が
あ
ら
わ
れ
た
。

一
同
凱
歌
を
あ
げ
た
。
カ
メ
ラ

マ
ン
、
測
量
係
、
記
録
憚
は
目

が
ま
わ
る
ほ
ど
い
そ
が
し
い
。

さ
て
、
こ
こ
は
い
っ
た
い
何
の

あ
と
な
の
か
、
お
薤
？
、
住
居

跡
？

、
い
ろ
い
ろ
の
論
が
出
る

と
に
か
く
も
っ
と
狃
り
下
げ
る

黄
色
い
地
盤
に
達
す
る
。
開
び

や
く
以
来
の
圸
や
ま
だ
に
一
存

わ
里
て

と
見
え
る
部
分
か
お
る

そ
こ
を
丹
念
に
擺
る
。
あ
る
、

あ
る
、
い
ろ
い
ろ
の
も
よ
う
を

つ
け
た
、
さ
ま
ざ
ま
の
形
を
し

た
土
器
や
そ
の
破
片
、
石
の
棒

や
刀
、
骨
片
、
木
炭
と
に
か
く

三
千
年
前
、
縄
文
時
代
中
期
の

も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い

一
つ
置
き
に
ほ
り
残
し
で
お
い

た
所
も
全
部
掘
り
上
げ
る
。

あ
ま
り
仕
事
が
あ
っ
て
予
定
の

日
数
で
ぱ
や
り
き
れ
な
い
。

一
日
延
ば
し
て
二
十
一
日
ま
で

調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
七
日

目
に
な
っ
て
と
う
と
う
目
ざ
す

饂
跡
が
あ
ら
わ
れ
た
。
縄
文
中

期
の
複
式
齟
と
い
う
も
の
だ
。

こ
れ
で
こ
の
遺
跡
は
古
代
人
の

住
居
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
学
術
上

ま
こ

と
に
・貢

重

な
発

見
で

あ

る

こ

う

し
て

調

査

は
、

大
成

功

を

も
っ

て
終

っ
た

わ
け

で

あ

る

が

こ

の

大

事
業

が

こ
の

よ

う

に
順

調
に

進

み

、
予

期
以

上

の
成

果

を
挙

げ

る

こ
と

が
で

き

た
そ

の

か

げ
に

ぱ
、
地

元
光

明

寺
部

落

の

な
み

な

み
な

ら

ぬ
後

援

の
お

か

げ

が
あ

る
。

渋
谷

庠

太

、
佐

藤
英

治

の
両

氏

は

、
万

難

を
排

し

て
快

よ

く
土

地
を

提

供

し

て

く

だ

さ
れ

、
部

落

長

渋
谷

貞

一

さ

ん

を
け

じ

め
部

落
民

一

丸

と

な

っ

て
物

心
両

面

か

ら
援

助

を

い

た

だ
い

た

の
て

わ

れ
わ

れ

は

安

心
し

て

調

査

に
専

念
で

き

た

の

で

あ
る

。
特

に

部

落
婦

人
部

（

会

長
渋

谷
照

子

さ
ん

）
で

は

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
三
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　

敬
称
畧
す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　

名
と
続
柄
親
　

住
　
所

２
、
2
2
　大
槻
　

公
彦
　
睦
雄
の
長
男
　
山
崎
堰
下
1
2の
3

2
7
　市
山
　

澄
枝
　

稔
　
の
２
女
　
藤
田
南
3

2
8
　後
藤
　

美
奈
　
繁
雄
の
長
女
　
塚
野
目
中
沢
巧
の
７

３

、７
　

伊
勢
千
寿
子
　

文
朗
の
長
女
　

山
崎
　
北
古
舘
８

ク
　
斎
藤
　
　

武
　
清
　

の
２
男
　
石
母
田
薬
師
堂
1
9

囗
　

松
浦
　

吏
抻
　

春
雄
の
２
女
　
山
崎
北
古
舘
8

1
2
　我
妻
　

恵
義
　

昭
　
の
長
女
　
徳
江
字
北
畑
3
9

1
2
　佐
藤

片
ミ
子
　

茂
　
の
長
女
　
山
崎
北
古
舘
８

ク
　
佐
藤
　
　

忠
　
忠
介
の
長
男
　
徳
江
拾
俵
橋
2
3

1
3
　八
巻
　

笑
隹
　
勇
一
の
２
女
　
徳
江
舘
ヶ
崎
8

1
5
　佐
藤
　

敦
子
　
正
和
の
長
女
西
大
枝
人
の
内
一
分
イ

々
　
佐
藤
　

祥
子
　

幸
作
の
長
女
　

徳
汪
親
郷
回

口
　

小
池
　

浩
二
　
芳
市
の
２
男
　
森
山
別
当
回
の
1

1
8
　渡
辺
　
　

宏
　

等
　
の
長
男

藤
田
沢
田
二
、４
の
Ｉ

ク
　
小
畑
　

光
博
　
光
雄
の
２
男
　

藤
田
南
1
9

2
0
　佐
藤
　

桃
子
　
洋
一
の
長
女
　

藤
田
藤
田
一
３
の
3

2
1
　菅
野
寿
弥
恵
　

喜
一
郎
の
長
女
　
眤
野
目
堀
込
2
7



尽
食

一
切

ま

か
な

い

を

担
当

し

毎
日

か
お

る

か
お

る

出
動

し

、

お

い
し

い

ご

ち
そ

う

を

詼
い

っ

ぱ

い
食

べ
さ

せ
て

にい
た

だ
い

た

こ

と

、
調

査

員
（

福

島

大
学

生

）
　一
同

心
か

ら

感
謝

し

て
い

た

同

会

で

ぱ
各

戸
米

五
合

づ

つ
出

し
合

い

そ
の

ぶ

ん
を

副

食

物
の

経

費

に

ま

わ
し

た

の
で

毎

日

の

星

食

が
豪
華

版

で
、

発

掘

調

査

歴

二
〇

圓

と
い

う

ベ

テ

ラ

ン
た

ち
も

び

っ

く
り

し

て
い

た
。

ま

た
毎
日

お
茶

の

接
待

を

し

た

り

、
山

と
積

む
出

上
品

や

道

具

を

置

く

た

め
物

置

一
棟

を

提

供

し

て

く

だ

さ

っ
た

桜
沢

長

次

さ

ん

の

ご
親
切

、
一

番
難

物

と

さ

れ
て

た
「

俚

昃
し
」

作

業

の

応

援
を

し

て

く
だ

さ

れ

た
青

年
会

や
地
元
有
志
の
方
々
の
ご
援
助

お
い
し
い
り
ん
ご
等
た
く
さ
ん

も
っ
て
慰
問
し
て
く
だ
さ
っ
た

渋
谷
節
男
さ
ん
な
ど
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
出
土
品
は
全
部
国
の

も
の
と
な
り
、
福
島
大
学
で
整

理
し
た
の
ち
、
県
立
文
化
セ
ン

タ
ー
に
保
管
し
て
一
般
の
研
究

資
料
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

明治学級だより

揃
っ
て
落
第
希
望

吉
岡
先
生
の
話
を
き
く

明
治
学
級
で
は
三

月
二
十
五
日
午
後
一

時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
四
十
五
年
度
の

修
了
式
を
行
な
い
、

福
島
市
大
森
円
通
寺

の
吉
岡
棟
一
先
生
の
お
話
を
お

き
き
し
ま
し
た
。

式

は

、
副

委
員

長

吉
田
民

蔵

氏

の

開
式

の

こ

と
ば

、

熊
田

委
員

長

の

あ
い

さ
つ

、

鈴

木
主

事
の

学

事

報
告

、
佐

藤

館

長
の

式
辞

の
あ

と
一

同
に

対

し
記

念

品

が

贈

ら

れ
、

つ

ぎ
に

吉
岡

先

生

の

「

明
治

学

級
の

あ

り

方
」

に
つ

い

て

の
講

演

が
あ

っ

た
。

先

生

は
一

時
間

半

に

わ
た

っ

て

老

人

の

心
構

え

に

つ
い

て

、
ユ

ー
モ

ア
を

ま
じ

え

な

が
ら

み
ん

な

に

わ
か

り
や

す

く

話

さ
れ

た

そ

の

あ
と

で
四

十

六
年

度

の
学

級

生
募

集

そ
の

他

に

つ
い

て

打

合

わ
せ
を

し

た

が
、

み
ん

な

そ

ろ
っ

て
来

年

度
も

い

っ
し

ょ
に

勉
強

し
よ

う

と
い

う

こ

と
に

な

っ
た

。

尚

、

こ
れ

ま

で

は

、
明
治

生

れ

の

人

全
体

を
対

象

に

し

て
毎
回

呼

び

か
け

、
学

級

生

か
一

定
し

て
い

な
か

っ

た
た

め
、

出

席
者

の
取

扱
い

や
通

知

に

大
へ

ん
不

都
合

が
あ

っ
た

の

で

、
来

年
度

は

最

初
に
入

学

申

込
み

を

受
け

希

望
者

だ
け

で

学
級

を

つ
く

る

い

わ
ゆ

る
「

定

員

制
」

と
す

る

こ

と

に
な

っ
た

。

（
そ

の
要

領

は
三
月
号
く
に
み
に
掲
載
し
て

あ
る
の
で
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た

い
）吉

岡
先
生
の
お
話
の
要
点
二

三
を
摘
記
す
る
。

○
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
ず

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

よ
。
常
に
相
手
を
ゆ
る
す
寛

容
の
と
か
大
切
。

○
物
事
は
す
べ
て
両
極
端
を
避

け
中
道
を
ゆ
く
こ
と
に
心
が

け
る
。

○
日
本
の
今
の
繁
栄
は
骨
の
な

い
影
の
よ
う
な
も
の
。

○
根
の
な
い
浮
草
の
よ
う
な
流

行
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る

今
の
生
活
。
衣
食
住
か
ら
心

の
も
ち
方
ま
で
。

○
子
ど
も
の
き
ま
ま
、
女
の
き

ま
ま
。

○
子
ど
も
に
迎
合
す
る
親
の
無

定
見
さ
。

○
目
標
の
な
い
日
本
に
目
標
を

示
め
す
老
人
の
役
割
を
考
え

（
つ

ぎ

の
明

治

学
級

の
案

内

）

今
月
の
明
治
学
級
は
二
十

七
日
午
前
十
時
か
ら
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、

入
学
申
込
み
を
し
て
あ
る
方

は
一
人
の
こ
ら
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。
ま
だ
申
込
み
を
さ

れ
な
い
方
は
当
日
入
口
で
受

付
け
ま
す
の
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

記

○

時

…

四
月

二

十

七
日
（
火

）

○

所

…
福

祉

セ

ン
タ

ー

○

講

師

…
田

村

操
先

生

○

題
・：
「

生

活

と
憲

法
」

○

日

程

１
牛
前
十
時
か
ら
入
学
、
始

業
式

２
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら

交
頷
安
全
の
話

３
正
午
か
ら
み
ん
で
た
の
し

く
凰
食
会
（
婦
人
会
か
ら

お
汁
の
サ
ー
ビ
ス
か
お
る

の
で
、
各
自
は
主
食
だ
け

持
参
す
る
こ
と
）
。

４
午
後
一
時
か
ら
田
村
先
生

の
憲
法
の
お
話

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
三
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　
氏
　
　
　
名
　

年
令
　

住
　
　
　
　
所

３

、４
　
小
島
　
ナ
ッ
　
5
0
　山
崎
北
古
舘
８

６
　

村
上
　

ヒ
ロ
　
8
8
　山
崎
上
川
前
６

々
　
高
村
　
作
二
　
6
5
　藤
田
太
子
堂
4
4の
１

８
　

菊
池
慶
治
郎
　
8
2
　大
杢
尸
海
道
上
1
0

1
3
　遠
藤
正
二
郎
　
7
2
　光
明
寺
車
2

1
6
　遠
藤
　
み
つ
　
6
3
　小
坂
塚
田
‥囗

2
5
　高
橋
　
源
六
　
4
7
　泉
田
川
北
5
0

2
6
　松
浦
周
治
郎
　
6
8
　大
木
戸
中
橋
３
の
2

2
7・
　
佐
藤
　

キ
ク
　
6
6
　石
母
田
上
ノ
山
1
2

私
た
ち
の
活
動
の
め
あ
て

婦
人
会
の
重
点
目
標
き
ま
る

国
見
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会

で
は
今
月
十
一
囗
（
日
）
午
後

一
時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
総

会
（
評
議
員
会
）
を
開
き
、
四

十
五
年
度
の
庶
務
会
計
の
報
告

を
し
た
の
ち
新
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
の
審
議
を
し
た
。

今
年
度
は
「
健
康
な
こ
と
か
ら

だ
を
つ
く
る
」
こ
と
を
始
め
、

消
費
者
生
活
の
安
定
、
交
通
安

全
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
公

明
選
挙
、
老
人
対
策
な
ど
七
つ

の
重
点
目
標
を
掲
げ
そ
れ
ぞ
れ

の
実
践
項
目
を
定
め
た
。
同
会

で
は
、
町
内
の
婦
人
た
ち
が
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
、
自
分
の
た
め

社
会
の
た
め
婦
人
会
に
入
り
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
通
し
て
教

養
を
高
め
る
よ
う
、
新
会
員
の

募
集
を
進
め
て
い
る
。

重
点
目
標
と
実
践
事
項

匸

健
康
な
心
と
か
ら
だ
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
レ
ク
講
習
会

○
お
と
り
ク
ーフ
ブ

○
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ

○
料
理
講
習
会



○
町
内
婦
人
連
合
運
動
会

二
、
消
費
者
生
活
の
安
定
の
だ

め
の
活
動
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う○
商
品
研
究
会

○
し
あ
わ
せ
号
の
活
用

○
新
生
活
運
動
の
推
進

三
、
交
通
安
全
の
た
め
の
活
動

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

○
交
通
安
全
母
の
会
の
結
成

○
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
の
配
布

○
街
頭
補
導

四
、
青
少
年
の
鰮
全
育
成
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

○
あ
い
さ
つ
運
動
の
提
唱

○
家
庭
教
育
学
級
へ
の
協
力

参
加

○

丁
こ
え
か
げ
運
動

○
五
つ
の
提
唱

○
政
治
教
室
へ
の
協
力

六
、
老
人
の
し
あ
わ
せ
を
護
つ

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

○
老
人
と
語
る
会

○
老
人
福
祉
研
究
会

○
敬
老
会

七
、
新
し
い
時
代
に
適
応
す
る

た
め
の
教
養
を
高
め
ま
し
ょ

○
学
級
、
講
座
の
開
設
参
加

○
研
究
会
、
講
習
会
の
開
催

○
社
会
見
学

○
牛
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会

○
母
子
愛
護
会

五
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
推

進
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

老
人
は
医
療
費
が
無
料

社
芸
保
険
等
に
加
入
し

て
い
る
8
0才
以
上
の
方

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
す
で
に
十
割
給
付
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て

い
る
8
0才
以
上
の
方
の
医
療
福
祉
の
向
上
と
健
康
保
持
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
老
人
医
療
費
支
給
条
例
を
制
定

、
本
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
（
謫
用
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
左
記
に
よ
り
医
療
費
給
付
を
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

趾

一
、
申
請
場
所
　
国
見
町
役
場
住
民
課
福
祉
係

一
、
申
請
に
心
要
な
も
の
　
印
鑑
、
診
療
証
明
書
（
用
紙
は

係
に
あ
り
ま
す
）

匸

申
請
は
そ
の
都
度
で
す
が
同
一
医
療
機
関
で
療
養
（
治

療
）
し
た
場
合
は
Ｉ
か
月
毎
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

一
、
医
療
費
の
給
付
は
申
請
行
為
で
あ
り
、
後
日
精
算
給
付

に
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
支
払
は

従
来
通
り
そ
の
都
度
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
下
さ
い
。

回

不
明
の
真
は
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
にい

戦
歿
者
遺
族
相
談
員

設
置
の
か
知
ら
せ

戦
没
者
遺
族
相
談
員
は
、
戦

没
者
遺
族
の
援
護
の
相
談
に
応

じ
必
要
な
指
導
助
言
を
行
う
と

と
も
に
、
関
係
機
関
の
業
務
の

円
滑
な
遂
行
に
資
す
る
業
務
を

行
い
、
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら

十
分
活
用
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
戦
没
者
遺

族
相
談
員
は
、
県
知
事
よ
り
推

せ
ん
、
厚
生
大
臣
の
委
託
を
受

け
て
業
務
を
行
う
も
の
で
相
談

員
は
次
の
通
り
で
す
。

記

戦

没
者

遺
族
相

談

員

福

島
市

山
下

町

八
番

五

号

富
田

喜

平

（
電

）

呼

三
四

―

九
〇

五

二

戦

傷
病
者

相

談
員

梁
川

町
大

字
粟

野
字

中

通匸

一

大
友

登

茂
寿

被
罟
に
あ
つ
た
ら

す
ぐ
一
一
〇
番
へ
／

こ
の
頃
の
ド
ロ
ボ
ー
は
、
捜

査
の
有
力
な
手
が
か
り
に
な
る

指
紋
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

荒
ら
さ
れ
た
被
害
現
場
に
は
犯

人
を
特
定
す
る
の
に
非
常
に
役

立
つ
い
ろ
い
ろ
な
資
料
が
隠
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
ど
こ
か
ら
ど
う
や
っ

て
侵

入

し

た
の

か

、
鋺

を

ど
ん

な
用

具

を

使

っ
て

ど
ん

な
方

法

で

あ
け

た

か

、
室
内

の

ど
こ

を

ど
う

や

っ

て
捜

し

た

が
、
な

ど

を

細
か

く
調

べ
る

こ
と

に
よ

っ

て

、
重

要

な
手

が

か
り

を

つ
か

む

こ

と

が
で

き
ま
す

。

も
し

被

害

に

あ

っ
た
ら

次

の
点

に
注

意

し
て

下

さ

い
。

（
ｔ
）
す

ぐ

一

一
〇

番

に
届

げ

る
。

④

ド

ロ
ボ

ー
が
荒
ら

し

た

と
思

わ

れ

る
場

所

や
物

品

に
は

手

を

触

れ
な

し
で

、
そ

の
ま

ま

に
し

て

お

く
。

（
ｔ
）
盗

ま
れ

た

お
金

や
物

品

な

ど

ぱ
警
察
官
が
き
て
か
ら
い
っ

し
ょ
に
調
べ
る
。

④
ド
ロ
ボ
ー
が
室
内
に
い
る
よ

う
な
時
は
驚
い
て
む
や
み
に

騒
が
な
い
、
大
声
を
出
す
と

か
え
っ
て
強
盗
に
な
る
危
険

が
あ
る
。

（

桑
折

防
犯

協

会
）

灣
災
保
険
料
報
告
書
の
提
出
を

労
災
保
険
昭
和
四
十
五
年
度

確
定
、
昭
和
四
十
六
年
度
概
算

保
険
料
報
告
書
の
提
出
と
保
険

料
の
納
付
は
、
五
月
一
五
日
が

最
終
期
限
で
す
。
労
災
保
険
加

入
事
業
場
は
必
ず
五
月
一
五
日

ま
で
保
険
料
の
報
告
と
納
付
を

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
労
働
基
準
法
の
規
定
に

基
づ
く
「
適
用
事
業
報
告
」
は

四
月
三
〇
日
ま
で
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

（
福
島
労
働
基
準
監
督
署
）

青
年
学
級
開
設
の

お
知
ら
せ

昭
和
四
十
六
年
度
は
次
に
よ

り
開
設
い
た
し
ま
す
。

１
　

日

勺

町
内
に
在
住
し
勤
務
に
従
事

し
て
い
て
2
5歳
ま
で
の
青
年
を

対
象
に
、
実
際
生
活
に
必
要
な

知
識
、
技
能
の
習
得
、
な
ら
び

に
一
般
教
養
の
向
上
を
は
か
り

町
の
中
堅
青
年
を
養
成
す
る
。

２
　

開
設
期
間

昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら
四

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３
　

開
設
場
所

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
国
見

町
公
民
館
）

４
　

開
設
学
級

今
年
度
か
ら
混
合
学
級
と
し

自
主
活
動
コ
ー
ス
と
し
て
農
業

教
養
、
家
庭
科
コ
ー
ス
を
設
け

る
。

Ｓ
　

入
学
手
続

四
月
二
十
五
日
ま
で
規
定
の

用
紙
に
記
入
し
公
民
館
に
提
出

す
る
こ
と
。
用
紙
に
咨
青
年
団

体
公
民
館
に
準
備
し
て
あ
り
ま

す
。

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
三
月
二
十
四
日
）

兼
題
「
つ
く
し
」
　
「
眷
の
風
」
　
三
句
雑
二
句

席
題
「

彼
岸
」

④
　

ほ

よ
け

み

な
乾

く

彼
岸

の
造
り

花
　
　
　

早

田

灰

鳥

④
　

九

十

九
折

ゆ

き
金
楼

梅

花
見

た
り
　
　
　

奥

山

甲

二

④
　

あ

ぶ

く
ま

の
川

さ

さ
濁

り

つ
く
し

出

づ
　

斎
藤

黄

鶴
楼

④
　

春

風

に
身

な
り

調

ふ
靴

の

音
　
　
　
　
　
　
　

泉
　

山

（
ｔ
）
　
ひ

な

の
子

が
土
筆

ま

ま
ご

と

Ｉ
た
む

ろ
　
　
　

一
　

陽

④
　

つ

く

づ

く
し
児

の

戯

ず
ら

今
野
火

の

跡
　
　
　

正
　

一

回
　

春

風

や
自

転
車

の

娘
等

列

つ
く
り
　
　
　
　
　

廁
　

仏

④
　

風

ぽ
か
り

土
筆

摘

む

手
の
し

わ

が
れ
し
　
　
　

雨
　

田

④
　

春

風

の
な

ぶ

る
ほ

つ

れ
毛
腦

ん
で

見

る
　
　
　

蔦
　

水

（
ｔ
）
　
つ

く

づ

く
し
ひ

と

囗
ひ

と

日
に

際
の

立
つ
　
　

山
　

月

④
　

漂

然

と
一

友

の
来

る
春

の
風
　
　
　
　
　
　
　

勝
　

こ

（
ｔ
）
　
春

の
風

も

す
そ

乱

れ

る
晴
着

か

な
　
　
　
　
　

正
　

見

回
　

春

風

を

た
も

と
に

ふ

く
み

妻
帰

る
　
　
　
　
　

正
　

雄

④
　

つ

く
し

摘

む

手
に

ほ

の

ぼ
の
と

上
匂

ふ
　
　
　

ぱ
る
子

④
　

墨

す
り

を

止

め
て
目

を

閉

づ
春

の
風

ド
　
　
　

祥
　

子

（
ｔ
）
　
道
す

が
ら

土

筆
落

ち

て
る
野

良
上

り
　
　
　
　

か
ね

子

④
　

父

の
墓

根

強

く
生

き

る
つ

く
し

か
な
　
　
　
　

昭
　

子

④
　

ス
テ
ッ

プ
を

踏
み

つ

つ
土

筆
手

に
か

ざ
し
　
　

貞
　

子

（
ｔ
）
　
ま

っ

と
う

に

生
き

て
慾

無
し

つ

く
し
摘

打
　
　

栄
　

子
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